
１．QC七つ道具とは

 職場における品質管理は、机上で議論することでは

なく、実際に実践して効果を上げていくことに意義が

あります。品質管理が普及し、あらゆる企業で取り⼊

れられるのは、品質管理の効果が極めて⼤きいからで

す。品質管理を⾏っていく上で、いろいろな⼿法が考

えられており、だれでも利⽤しやすいようになってい

ます。問題解決や課題達成で活⽤される⼿法は多いで

すが、だれでも⼿軽に活⽤できる⼿法として「ＱＣ七

つ道具」（略称：Ｑ７）があります。ＱＣ七つ道具

は、⼯程から得られる特性のデータや不適合など主と

して数値データを解析する際に活⽤する⼿法です。Ｑ

Ｃ七つ道具は、層別、パレート図、特性要因図、グラ

フ、チェックシート、ヒストグラム、散布図、管理図

の８つがあります。グラフと管理図を１つの⼿法とし

てとらえてＱＣ七つ道具としています。それぞれ⼿法

の定義と活⽤の⽤途を表１にまとめましたので参照し

てください。

QC七つ道具の活用ポイント
連載

第1回　QC七つ道具とは，
データの層別
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　品質管理を行っていく上で重要な考え方、方法論として、“QC的ものの見方・考え方”“QC手法の活用”“QCストーリー（問
題解決の手順）”などがあります。今回は、職場にてよく使われているQC手法（QC七つ道具・新QC七つ道具）の活用ポイン
トについてわかりやすく解説していきます。

表1 QC七つ道具の定義と活⽤⽤途、概念図

（次ページへつづく）



２．QC⼿法活⽤のポイント

(1)�QC⼿法活⽤は⽬的達成のための⼿段です。QC⼿法

 に関⼼がいくと⼿法を⽤いることが⽬的になってし

 まうことがありますので注意が必要です。⼿法はあ

 くまでも現場を管理・改善するための道具です。

(2)�理論を知るよりも、実践的な使い⽅を体得するこ

 とが⼤切です。

(3)�結果だけで判断するのではなく、データを集めた

 過程を重視して事実を把握します。

(4)�分けると分かります。層別して分析しましょう。

 機械別、作業者別、材料別など分けてデータを収集

 すると分かってくることがあり、不適合や障害の原

 因を調べるのに⼤いに役⽴ちます。

(5)�真に⼤きな問題、⼤きな原因はたいてい2、3のも

 ので占められています。重要な原因に焦点をしぼ

 り、効果的に改善活動を進めていきましょう。

(6)�データは、すべてある分布を持ってばらついてい

 ます。

 

 以上のポイントを把握されQC⼿法を活⽤されるこ

とを期待しています。

３．活⽤するQC⼿法の選択

 

 QC七つ道具にはそれぞれの⼿法に特徴があり、効

果的に問題解決を図るには、まず何のために⼿法を活

⽤するか⽬的を明確にします。そして⽬的に合った⼿

法を選択し、活⽤するとよいでしょう。

(1)�問題を発⾒する

 問題を発⾒するためには、現状とあるべき姿のギャ

ップから問題を抽出したり、⽬標と⽐較したり、時間

的経緯を⾒える化するとよいでしょう。QC七つ道具

の中では、某グラフや折れ線グラフ、管理図などがお

すすめです。

(2)�真の原因を追究する

 問題の原因を追究して、真の原因を絞り込むとよい

でしょう。ここでは問題をまず層別し、パレート図や

ヒストグラムを使って表します。次に、特性要因図

（または連関図）を⽤いて真の原因を絞り込むとよい

でしょう。

(3)�効果を確認する

 問題が解決したかどうか、効果をデータで確認をす

るとよいでしょう。この時にはグラフや管理図、散布

図なども有効です。

４．データの層別

 層別は現状を把握するときに活⽤します．たとえ

ば、データを機械別に分けてみて、機械別による結果

の違いに着⽬することによって改善の⼿がかりをつか

む、たいへん有効な⼿法です．「分けると分かる」と

さえいわれています．層別とは、たくさんのデータ

を、そのデータのもつ特徴から、いくつかのグループ

（層という）に分けることをいいます．

 私たちの周囲には多くの問題がありますが、それら

を解決するために、層別して各要因を細かく分けて検

討すると問題解決のヒントが得られます．

 層別する場合には、⼀般的につぎの⾓度から考えて

みることが⾏われています．

（1）⼈別：個⼈別，作業班別，年令，経験年数など

（2）機械・装置別：⼯場，ライン，号機，型式など

（3）原材料別：購⼊先，産地，購⼊時期，部品など

（4）作業⽅法別：作業⽅法，作業条件，測定⽅法な

  ど

（5）時間別：時間，午前/午後，曜⽇，⽇⽉年など

（6）環境別：気温，湿度，天候，⾬期∕乾期など

（7）その他：運送⽅法，包装，良品∕不適合品など

 

 データを層別したあとでグループ間（層間）の違い

があらわれた場合に，層別がうまくいったといえま

す．これらの層別によって発⾒した事実は，真の原因

を発⾒するための⼿がかりとなります．
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